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着
果
管
理

　
９
月
は
、
養
分
の
使
わ
れ
方
が
果
実
の
肥
大
や
枝
・
根
の
成

長
か
ら
果
汁
蓄
積
に
移
り
始
め
る
時
期
で
す
。
こ
の
時
期
に
摘

果
作
業
を
行
う
こ
と
で
、
果
実
の
肥
大
を
あ
る
程
度
抑
え
、
残

し
た
果
実
に
養
分
が
集
ま
り
果
実
品
質
の
向
上
が
見
込
め
ま
す
。

後
期
摘
果
と
呼
ば
れ
る
青
島
ミ
カ
ン
で
推
奨
さ
れ
て
い
る
方
法

で
、
摘
果
時
期
は
、
果
面
が
滑
ら
か
に
な
る
９
月
中
旬
頃
か
ら

10
月
中
旬
ま
で
で
す
。

　
品
質
向
上
の
為
、
短
期
間
で
１
果
に
対
し
て
の
適
正
葉
果
比

（
30
～
35
枚
に
／
１
果
）
に
近
づ
け
ま
し
ょ
う
。
摘
果
を
す
る

果
実
は
極
小
玉
果
、
極
大
玉
果
、
内
ス
ソ
果
、
キ
ズ
果
、
腰
高

果
等
で
す
。

病
害
虫
防
除

　
9
月
以
降
は
、
ミ
カ
ン
ハ
ダ
ニ
の
被
害
が
収
穫
時
の
果
実
に

残
る
の
で
、
発
生
に
は
充
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
温
暖

化
に
よ
り
、
そ
の
他
の
病
害
虫
の
発
生
時
期
も
伸
び
る
傾
向
に

あ
り
ま
す
。
園
地
を
良
く
観
察
し
、
適
期
防
除
に
努
め
て
く
だ

さ
い
。

・・
黒
点
病　
ペ
ン
コ
ゼ
ブ
水
和
剤　
５
０
０
倍（
30
日

－

４
回
）

・・
チ
ャ
ノ
キ
イ
ロ
ア
ザ
ミ
ウ
マ

ス
タ
ー
ク
ル
顆
粒
水
溶
剤
２
０
０
０
倍
（
前
日

－

３
回
）

・・
ミ
カ
ン
ハ
ダ
ニ

ダ
ニ
ゲ
ッ
タ
ー
フ
ロ
ア
ブ
ル　
２
０
０
０
倍
（
前
日

－

１
回
）

※
７・
８
月
に
引
き
続
き
、
果
皮
障
害
軽
減
を
目
的
に
バ
イ
カ

ル
テ
ィ
１
０
０
０
倍
を
混
用
散
布
し
ま
す
。

※
ミ
カ
ン
ハ
ダ
ニ
の
発
生
が
見
ら
れ
る
場
合
に
ダ
ニ
剤
を
混
用

散
布
し
ま
す
。

※
黒
点
病
は
発
病
が
20
～
27
℃
、
多
雨
で
発
生
を
助
長
し
ま
す
。

黒
点
病
防
除
後
、
30
日
経
過
す
る
か
累
積
降
雨
量
が
２
５
０

ｍｍ
に
な
っ
た
時
点
で
薬
剤
の
効
果
が
弱
ま
る
の
で
、
黒
点
病

の
再
防
除
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

後
期
摘
果
で
品
質
向
上

果
樹
林
産
セ
ン
タ
ー
　
信
方

果
樹
林
産
セ
ン
タ
ー
　
信
方
浩
志
郎

浩
志
郎


